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内
田
青
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か
な
が
わ
の
レ
ト
ロ
建
築

表紙は、ジャック（横浜市開港記念会館）から見える
キング（神奈川県庁本庁舎）です。上の写真は、
四つの面すべてに時計が設置されたジャックの塔。
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街
全
体
が
レ
ト
ロ
建
築
博
物
館

今
年（
２
０
２
５
年
）５
月
に
「
横
浜
市
中

区
海
岸
通
り
の
横
浜
郵
船
ビ
ル
を
来
年
秋
に

ホ
テ
ル
に
改
装
す
る
」こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
横
浜
郵
船
ビ
ル
と
い
え
ば
戦
前
の
竣
工

で
、高
い
柱
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
ギ
リ
シ
ャ
神
殿

の
よ
う
な
風
格
あ
る
建
物
で
す
。
こ
ん
な
ホ

テ
ル
な
ら
ぜ
ひ
泊
ま
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ

る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
横
浜
郵
船
ビ

ル
か
ら
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
馬
車
道
通
り
に

は
、
石
造
り
の
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館（
旧

横
浜
正
金
銀
行
本
店
）が
威
容
を
誇
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
横
浜
の
関
内
エ
リ
ア
は
、ほ

ん
の
３
㌔
圏
内
に
戦
前
ま
で
に
建
て
ら
れ

た
レ
ト
ロ
な
大
型
建
築
物
が
い
く
つ
も
残

る
稀
有
な
街
で
す
。

内
田
特
任
教
授
も「
街
全
体
が
さ
な
が
ら

レ
ト
ロ
建
築
の
博
物
館
で
す
。
し
か
も
建

物
の
内
部
ま
で
見
学
で
き
る
と
こ
ろ
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
貴
重
な

歴
史
遺
産
を
（
多
く
が
無
料
で
）
観
ら
れ
る

と
い
う
の
は
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
ん

で
す
よ
。ぜ
ひ
散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

と
建
築
散
歩
を
勧
め
ま
す
。

明
治
の
大
型
建
築
は
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た

レ
ト
ロ
建
築
と
い
え
ば
、
装
飾
物
や
レ

リ
ー
フ
な
ど
の
飾
り
も
の
が
随
所
に
施
さ

れ
、建
物
全
体
か
ら
放
た
れ
る
圧
倒
的
な
重

厚
感
、あ
る
い
は
威
圧
感
が
魅
力
の
ひ
と
つ

か
な
が
わ
の

か
な
が
わ
の

レ
ト
ロ
建
築

レ
ト
ロ
建
築

横浜の関内エリアには、明治・大正期から戦前までに建てられ横浜の関内エリアには、明治・大正期から戦前までに建てられ
た古いレンガや石材を用いた大きな建物が数多く残ります。現代的た古いレンガや石材を用いた大きな建物が数多く残ります。現代的
なモダン建築とは一線を画すレトロなデザインで、馬車道、海岸通なモダン建築とは一線を画すレトロなデザインで、馬車道、海岸通
り、日本大通りなど独特のニュアンスある街並みを形作っています。り、日本大通りなど独特のニュアンスある街並みを形作っています。
今回は歴史的建築物の専門家で、人気ＴＶ番組「ブラタモリ」や今回は歴史的建築物の専門家で、人気ＴＶ番組「ブラタモリ」や

「百年名家」などでも建築解説をされた内田青藏特任教授（神奈「百年名家」などでも建築解説をされた内田青藏特任教授（神奈
川大学建築学部）にレトロ建築についてうかがいました。川大学建築学部）にレトロ建築についてうかがいました。

構成・文：福田敬道、春名義弘、藤井賢治／デザイン：小山亜紀子／撮影：小林輝久、構成・文：福田敬道、春名義弘、藤井賢治／デザイン：小山亜紀子／撮影：小林輝久、
鈴木教之鈴木教之

横浜郵船ビル横浜郵船ビル　横浜市中区海岸通3-9、1936（昭和11）年竣工、横浜市認定歴史的建造物。　横浜市中区海岸通3-9、1936（昭和11）年竣工、横浜市認定歴史的建造物。

内田青藏特任教授　
神奈川大学建築学部建築学科
特任教授。専門は日本近代建
築史。著書『神奈川大学入門テ
キストシリーズ横浜建築』（共著）
などで横浜の近代建築の歴史が
分かりやすく解説されています。
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こ
ろ
か
本
格
的
な
木
造
洋
館
な
の
で
、
こ
の

棟
梁
は
独
自
で
相
当
勉
強
し
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
棟
梁
の
心
意
気
を
感
じ
ま
す
。」

国
家
の
意
志
と
建
築
家
の
情
熱

「
明
治
10
年
代
に
な
る
と
英
国
か
ら
建
築

家
を
招し
ょ
う
へ
い聘
し
て
建
築
家
教
育
が
本
格
化
し

た
り
、
海
外
で
学
ん
だ
日
本
人
建
築
家
が
帰

国
し
た
り
し
て
、
擬
洋
風
で
は
な
く
西
洋
の

建
築
様
式
に
の
っ
と
っ
た
建
物
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
帝
国
主
義
の
時
代
に
国
の
独

立
を
保
つ
た
め
に
は
、
本
格
的
な
西
洋
建
築

を
日
本
人
の
手
で
造
り
、
一
等
国
と
み
な
さ

れ
る
こ
と
が
必
須
だ
と
考
え
た
の
で
す
。」

建
物
も
国
際
化
の
た
め
の
重
要
な
ツ
ー

で
す
。

「
建
物
が
造
ら
れ
た
明
治
か
ら
大
正
期

は
、日
本
が
新
し
い
国
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
た
時
代
で
す
が
、新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

が
今
ほ
ど
行
き
渡
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め

建
物
自
体
に
存
在
感
と
い
う
力
を
持
た
せ

て
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
し
ょ
う
。

い
わ
ば
建
物
自
体
が
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。」
と
教
授
は
資
料
写
真
を
広
げ
な

が
ら
時
代
背
景
を
解
説
し
ま
す
。

明
治
時
代
の
棟
梁
の
心
意
気

「
大
き
な
建
物
が
建
設
さ
れ
る
の
は
明

治
中
期
以
降
で
す
。
そ
れ
よ
り
以
前
の
明

治
初
期
に
は
西
洋
建
築
を
設
計
で
き
る
人

材
が
ま
だ
育
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
大

工
の
棟
梁
が
請
け
負
っ
て
、
日
本
の
建
築

技
術
を
駆
使
し
て
西
洋
風
の
建
物
を
建
て

ま
し
た
。
現
在
で
は
擬ぎ

洋よ
う
ふ
う風

建
築
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
明
治
初
期
の
建
物
は
ほ
ぼ

残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
姿
は
明
治

時
代
に
描
か
れ
た
横
浜
浮
世
絵
に
観
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
洋
風
建
築
な
の
で
す
が
、

一
部
に
中
華
風
な
意
匠
を
施
し
た
も
の
が

あ
っ
た
り
、
独
特
の
世
界
観
が
興
味
深
い

時
代
の
あ
だ
花
の
よ
う
な
建
築
物
で
す
。

ま
た
、
山
手
資
料
館（
横
浜
市
中
区
）は
唯

一
現
存
す
る
明
治
末
期
の
木
造
住
宅
の
洋

館
部
分
で
す
。
戸
部
町
（
横
浜
市
西
区
）
の

棟
梁
が
手
が
け
た
も
の
で
す
が
、
擬
洋
風
ど

神奈川県立歴史博物館（旧横浜正金銀行本店）　横浜市中区南仲通5-60、1904（明治
37）年竣工、国の重要文化財。石造のコリント式の巨大な角柱を2本並べ、屋上には大ドーム
を配したエントランスなど本格的な様式建築で、戦前には世界三大為替銀行の一角にあった横
浜正金銀行本店らしい重厚なたたずまいです。博物館は2026年9月まで工事のため休館中。

山手資料館　中区山手町236、1909（明治42）年竣工、木造２階建、横浜市認定歴史的建造物。
築100年を超える建物自体の美しさに加え、資料館の展示物や前庭のバラなど見どころが満載で〝明
治時代のモダン〟を満喫できるスポットです。

横浜異人館之図　浮世絵：1866（慶応2）年、一川芳員（歌川芳員）。神奈川県立歴史博物館所蔵。
建物：ベランダや石張りの外壁、2階の窓には鎧戸（よろいど）が付いた洋館ですが、屋根は瓦ぶきのよ
うな日本風です。和洋折衷のデザインから棟梁の苦心がしのばれます。
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ル
だ
っ
た
の
で
す
。

「
当
時
と
現
代
で
は
、
建
築
図
面
の
枚
数

も
段
違
い
な
の
で
す
。
現
代
の
建
築
で
は
、

天
井
や
床
は
パ
ネ
ル
な
ど
の
既
成
建
材
を

指
定
す
る
だ
け
な
の
で
簡
単
な
図
面
と
な

り
ま
す
が
、当
時
は
天
井
も
床
も
ド
ア
ノ
ブ

一
つ
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
図
面
が
描
き
起

こ
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
一
枚
で
も
特
注

品
と
し
て
図
面
を
引
い
た
明
治
期
の
建
築

物
に
は
、建
築
家
の
意
志
や
情
熱
が
細
部
に

ま
で
宿
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。」

大
正
時
代
に
施
さ
れ
た
耐
震
施
工

関
内
エ
リ
ア
で
レ
ト
ロ
建
築
を
散
策
す

る
な
ら
、
は
じ
め
に
ジ
ャ
ッ
ク
の
愛
称
で

お
な
じ
み
の
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
が
お

勧
め
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
館

内
を
無
料
で
案
内
し
て
く
れ
ま
す
（
ガ
イ

ド
休
止
の
日
あ
り
）。

こ
の
建
物
は
、
横
浜
開
港
50
周
年
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
１
９
１
７
（
大
正

６
）
年
に
市
民
の
寄
付
金
を
も
と
に
造
ら

れ
ま
し
た
。
赤
い
レ
ン
ガ
と
白
い
花か

崗こ
う

岩が
ん

の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
で
彩
っ
た
ス
マ
ー
ト

な
外
観
、
見
上
げ
れ
ば
時
計
塔
、
角
塔
、
八

角
塔
が
そ
び
え
、
建
物
内
に
入
る
と
教
会

の
よ
う
に
高
い
天
井
を
大
理
石
の
柱
が
支

え
る
ロ
ビ
ー
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
越
し
に

七
色
の
陽
光
が
降
り
注
ぐ
階
段
、
演
説
会

や
舞
踏
会
が
開
か
れ
た
大
講
堂
、
調
度
品

ま
で
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
さ
れ
た
特
別
室
な

ど
、
大
正
期
の
最
先
端
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
市
民
が
誇
れ
る
建
築
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
い
ま
す
。

１
９
２
３（
大
正
12
）年
の
関
東
大
震
災

で
被
災
し
、
内
部
は
焼
け
落
ち
た
も
の
の

時
計
塔
と
壁
体
は
崩
れ
ず
に
残
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
レ
ン
ガ
積
み
の
壁
体
に
帯
鉄

な
ど
を
入
れ
る
独
自
の
耐
震
補
強
を
施
し

て
い
た
功
績
で
す
。

館
内
ガ
イ
ド
で
は
、こ
う
し
た
建
築
内
部

の
工
夫
も
実
物
を
見
な
が
ら
解
説
し
て
く

れ
る
の
で
、一
層
、理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

横
浜
市
内
に
限
ら
ず
、
県
内
の
あ
ち
こ

ち
に
も
見
学
で
き
る
レ
ト
ロ
建
築
が
意
外

と
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
季
節
の
気
持
ち
の
い
い
一
日
に
、

ぜ
ひ
街
を
散
策
し
な
が
ら
レ
ト
ロ
建
築
を

体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

1 横浜指路教会

3 神奈川県立歴史博物館（旧横浜正金銀行本店）

6 横浜銀行協会（旧横浜銀行集会所）

10横浜郵船ビル

11横浜税関

13横浜貿易会館・横浜海洋会館
14横浜開港資料館
15横浜海岸教会
16神奈川県庁本庁舎

18横浜市開港記念会館
19横浜地方・簡易裁判所

2 損保ジャパン日本興亜馬車道ビル(旧川崎銀行横浜支店）

5 東京芸術大学横浜キャンパス（旧富士銀行横浜支店）

4 馬車道大津ビル（旧東京海上火災保険ビル）

7 横浜アイランドタワー（旧横浜銀行本店別館）

1

2
3
5

6

7

8
9

10

11

12
13

14

15

16
18

17

19 20
21

8 北仲ブリック＆ホワイト（旧横浜生糸検査所附属倉庫）

20横浜情報文化センター（旧横浜商工奨励館）

21横浜都市発展記念館（旧横浜市外電話局）

17三井住友銀行横浜支店（旧三井銀行横浜支店・休館中）

22KN日本大通ビル
（旧横浜三井物産ビル）

12 JAグループ神奈川ビル（旧神奈川県産業組合館）

23THE  BAYS（元日本綿花横浜支店倉庫）

9 横浜第２合同庁舎（旧横浜生糸検査場）

関内レトロ建築MAP

4

JR関内駅JR関内駅

みなとみらい線

みなとみらい線

海岸通り
海岸通り

馬車道駅馬車道駅

横浜
市役所
横浜
市役所

日本大通り駅日本大通り駅

横浜公園横浜公園

象の鼻パーク象の鼻パーク

横
浜
港
大
さ
ん
橋

国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

横
浜
港
大
さ
ん
橋

国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

日
本
大
通
り

日
本
大
通
り

み
な
と
大
通
り

み
な
と
大
通
り

馬
車
道

馬
車
道

22

23

横浜市開港記念会館（ジャックの塔）
横浜市中区本町1-6、1917（大
正6）年竣工、国の重要文化財。
外観は大正期に流行った軽快なフ
リー・クラシック様式で、内装は関東大
震災後に修復されたため昭和初期の
センスが生かされており、二つの時代
を味わえる貴重な建築物です。
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内
田
特
任
教
授
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
と
い
う
概
念
に
対
し
て
、

既
存
の
建
物
を
新
た
に
活
用
す
る
キ
ー
プ

（
維
持
）＆
チ
ェ
ン
ジ（
再
利
用
）と
い
う
考

え
方
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
レ
ト

ロ
建
築
の
活
用
は
、
キ
ー
プ
＆
チ
ェ
ン
ジ

の
最
た
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ

で
は
歩
い
て
見
比
べ
見
学
で
き
る
３
件
の

レ
ト
ロ
建
築
を
紹
介
し
ま
す
。

◇

◇

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
、高
さ
約
36
㍍
の
時
計
塔
は

「
ジ
ャ
ッ
ク
の
塔
」と
い
う
愛
称
で
、キ
ン
グ

（
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎
）、ク
イ
ー
ン（
横
浜

税
関
）と
並
び「
横
浜
三
塔
」と
呼
ば
れ
、市

民
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
代
化
し
た
日

本
を
象
徴
す
る「
東
洋
一
の
港
・
横
浜
」の

顔
と
し
て
、横
浜
港
の
船
上
か
ら
見
ら
れ
る

こ
と
を
意
識
し
た
都
市
景
観
の
構
築
で
す
。

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
は
、関
東
大
震

災
や
戦
災
で
も
建
物
の
躯
体
が
奇
跡
的
に

残
り
、今
で
も
現
役
の
公
会
堂
施
設
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
て
、大
阪
市
中
央
公
会
堂
と

と
も
に
大
正
期
二
大
公
会
堂
建
築
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
建
物
は
歴
史
的
に
も
建
築
的
に

も
、見
ど
こ
ろ
・
聞
き
ど
こ
ろ
が
満
載
で
す

か
ら
、ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
お

願
い
し
、貴
重
な
レ
ト
ロ
建
築
を
細
部
ま

で
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

横浜市開港記念会館
（ジャックの塔）

横浜市中区本町1-6、1917（大正6）年竣工、国の重要文化財ほかに
認定。見学時間9時～18時、第2水曜日・年末年始休館。

講堂　「文化の殿堂」として国内
外の著名人によるリサイタルや講
演が催され、内装も豪奢で手の込
んだしつらえです。ステージ上部の
一文字幕には、貿易船と重要な輸
出品だった絹糸の束の刺繍アート
が施されています。（講堂内は催し
がない時間帯だけ見学できます。）

２階ホールのステンドグラス
中央開口部の上には鳳凰と横浜市の
徽章が飾られ、両脇に渡し舟「呉越同
舟」と「箱根越え」が描かれています。ス
テンドグラスはここ以外に階段ホールの
２カ所にも飾られています。

来賓用階段と特別室
八角塔の１階部分は、来賓用の南
玄関として設計され、ステンドグラス
が迎える階段を上り八角塔２階の
特別室に続きます。

天井のレリーフと柱頭の装飾
漆喰のこて絵による天井のレリーフ（左）やロビーのイオニア式
柱頭（右）など、館内はいたるところに装飾が施されて、美術展を
観るような楽しさがあります。

レトロ建築
見比べ散歩

1
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横
浜
市
開
港
記
念
会
館
の
よ
う
な
レ

ン
ガ
造
の
外
観
は
、明
治
・
大
正
時

代
に
流
行
し
ま
し
た
が
、
１
９
２
３
（
大
正

12
）
年
の
関
東
大
震
災
で
レ
ン
ガ
造
の
多
く

が
倒
壊
し
た
た
め
、
以
後
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
が
主
流
と
な
り
ま
し
た
。
１
９
２
８
（
昭

和
３
）
年
竣
工
の
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎
も
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
す
。
二
つ
の

建
物
の
竣
工
年
の
差
は
わ
ず
か
５
年
ほ
ど

で
す
が
、
こ
の
間
の
建
築
工
法
の
大
き
な
変

化
が
見
て
取
れ
ま
す
。

ま
た
震
災
に
よ
り
横
浜
港
の
貨
物
取
扱

量
も
一
時
減
少
し
た
た
め
、建
築
デ
ザ
イ
ン

に
も
独
自
性
を
出
し
て
都
市
全
体
の
復
興

を
目
指
し
ま
し
た
。
西
洋
の
建
築
様
式
を

再
現
す
る
だ
け
で
な
く
、日
本
的
な
美
意
識

を
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
台
頭
し
始
め
た

の
で
す
。
特
に
屋
上
に
和
風
の
塔
と
屋
根

を
設
え
た
帝て
い

冠か
ん

様よ
う
し
き式
は
昭
和
初
期
の
公
共

建
築
で
多
数
採
用
さ
れ
、県
庁
本
庁
舎
は
そ

の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に「
キ
ン

グ
の
塔
」と
呼
ば
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
威

風
堂
々
と
し
た
外
観
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

県
庁
本
庁
舎
６
階
の
歴
史
展
示
室
と
屋

上
は
、開
庁
時
間
帯
に
は
自
由
に
見
学
で
き

ま
す
。
屋
上
に
出
て
キ
ン
グ
の
塔
の
大
き

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、振
り
返
っ
て
横
浜

港
を
一
望
し
な
が
ら
、日
本
と
横
浜
の
近
代

の
発
展
ぶ
り
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
の
も

一
興
か
と
思
い
ま
す
。

和洋折衷のデザイン
外壁の装飾は直線的な幾何
学模様が特徴のアール・デコ調

（上右）で、ロビー（上左）に入る
と仏教美術に見られる宝相華
文様（ほうそうげもんよう）を立体
化した装飾灯（左）や階段グリル

（右）など東洋風のデザインが
生かされています。

歴史展示室とキングの塔　６階の歴史展示室（左）では、建築時の図案など貴重な資料が展示され、図
案段階ではキングの塔がもっと高かったことなどが分かります。

神奈川県庁本庁舎
� （キングの塔）
横浜市中区日本大通１、1928（昭和３）年竣工、国の重要文化財ほかに
認定。6階の歴史展示室と屋上展望台のみ8時30分から17時15分まで
見学可。土日祝日、年末年始は閉庁。

レトロ建築
見比べ散歩

2
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横
浜
港
の
象
の
鼻
エ
リ
ア
と
横
浜
ス

タ
ジ
ア
ム
を
真
っ
す
ぐ
に
結
ぶ
日

本
大
通
り
は
、
明
治
初
期
に
整
備
さ
れ
た
日

本
初
の
西
洋
式
街
路
で
す
。

車
道
の
両
側
に
広
い
歩
道
と
イ
チ
ョ
ウ
並

木
の
街
路
樹
帯
が
開
か
れ
、街
路
樹
の
向
こ
う

に
は
歴
史
的
建
造
物
が
建
ち
並
び
ま
す
。
そ

の
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
通
り
の
中
ほ
ど
の
角

地
で
、優
美
な
曲
線
を
描
く
建
物
が
旧
横
浜
商

工
奨
励
館
で
す
。
館
内
の
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト

ラ
ン
に
席
を
求
め
れ
ば
、歴
史
的
建
造
物
の
ス

ケ
ー
ル
を
さ
ら
に
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
旧
横
浜
商
工
奨
励
館
と
隣
接
す
る

旧
横
浜
市
外
電
話
局
の
二
つ
の
歴
史
的
建

造
物
は
、後
方
の
地
上
12
階
建
て
の
新
館
を

取
り
囲
む
形
で
、２
０
０
０（
平
成
12
）年
に

横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
、２
０
０
３（
平
成

15
）年
に
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
の
２
つ
の

建
物
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

築
80
年
以
上
を
経
て
中
性
化
し
た
旧
横

浜
商
工
奨
励
館
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
は
、

内
部
の
鋼
材
を
腐
食
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
し
た
が
、あ
え
て
建
物
は
解
体
せ
ず
コ

ン
ク
リ
ー
ト
へ
の
電
気
化
学
的
な
処
置
で

再
ア
ル
カ
リ
化
す
る
特
殊
な
工
法
に
よ
り
、

貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
が
そ
の
ま
ま
活
用

で
き
る
形
で
保
存
さ
れ
た
の
で
す
。

経
年
劣
化
を
最
新
の
技
術
で
乗
り
越
え

た
こ
の
事
例
は
、キ
ー
プ
＆
チ
ェ
ン
ジ
の
模

範
例
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

歩道と街路樹帯が車道よりも広い日本大通り（右）。エレガントな曲面の角はカフェの入口で、建物のエン
トランスは日本大通り沿いにあります。

大木のような大理石
の柱を構える階段（上
左）を上ると、２階の
ホール（上右）や3階の
日本の伝統的意匠を
用いた貴賓室（左）が
見学できます。

横浜情報文化センター
� （旧横浜商工奨励館）
横浜市中区日本大通11、1929（昭和4）年竣工、横浜市認定歴史的建造物。
旧横浜商工奨励館の共有部分は10時から17時まで、３階の貴賓室は15時まで
見学可。月曜休館、月曜祝日の場合翌平日が休館。

レトロ建築
見比べ散歩
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小田原市

鎌倉市

横須賀市

平塚市

大磯町

海
老
名
市

秦野市

相模原市

1

25
6

7

8

9

10

34

田戸台分庁舎田戸台分庁舎

湯浅物産館湯浅物産館
八幡山の洋館八幡山の洋館

中央労働金庫小田原支店

カフェいがらしカフェいがらし

海老名市温故館海老名市温故館

旧中村家住宅旧中村家住宅

MOKICHI KAMAKURAMOKICHI KAMAKURA星野写真館本店レストラン大磯迎賓館レストラン大磯迎賓館

横 須賀鎮守府とは、大日本帝国海軍時代に横須賀海軍区を統率していた機
関です。長官官舎として応接室や20人掛けのダイニングルームなど公館と

しての機能を備えた洋風部分と、居室空間としての和風部分が融合した建築で
す。通常は非公開で、年に1 ～ 2回程度一般公開日が設定されます（次回の公
開日は未定）。

田戸台分庁舎 （旧海軍横須賀鎮守府司令長官官舎）

レトロ建築の多くは横浜市中区に集中していますが、県
内各所でもいくつか現存しています。自治体が管理し公開し
ているものや、飲食店として営業するものなど、見に行きや
すいものをいくつか紹介します。

レトロ建築ガイドレトロ建築ガイド
県 内

1

星 野写真館本店も鎌倉の著名な看板建築です。正面2階に二つ並んだ当
時流行していた丸窓や入口上部を飾るステンドグラスがレトロモダンな風情

を感じさせます。写真館のため、2階の写真スタジオ部分の側面の開口部は全面
ガラス張りとし、採光がふんだんに採れるようにデザインされています。

星野写真館本店

元 は上水を加圧送水するための水道施設でした。鉄筋コンクリート造平屋建
で、外壁は、大正末期から昭和初期に流行したスクラッチタイル張り、腰部

はモルタル塗り擬石仕上げの建物です。現在は熊澤酒造の直営レストラン
「MOKICHI KAMAKURA」として営業しています（火曜定休）。

 レストラン MOKICHI KAMAKURA （旧鎌倉加圧ポンプ所）

鎌 倉鶴岡八幡宮の参道で営業する
湯浅物産館は、関東大震災後に

流行した看板建築（木造の建物の前面に
看板を兼ねた外壁を設
置し西洋建築風に見
せた建物）というレトロ
モダンな店舗建築で
す。屋内も中央部の
吹き抜けなどの特徴的な設計で、１階奥のカフェや２階の写真
スタジオを利用することで観ることができます。

湯浅物産館2

3

4
横須賀市田戸台90（海上自衛隊横須賀地方隊敷地内）、1913（大正２）年竣工、日本遺産。

鎌倉市雪ノ下１-９-2７、1936（昭和11）年竣工、国登録有形文化財、鎌倉市景観重要建築
物等。

鎌倉市長谷４-６-１２、1936（昭和11）年竣工、国登録有形文化財、鎌倉市景観重要建築物等。

鎌倉市腰越３-1４-２、大正末期から昭和期にかけて段階的に建築。

写真提供：神奈川新聞社

写真提供：神奈川新聞社
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擬 洋風建築の旧中村家住宅主屋は、幕末期に建てられたもので、明治以前の擬
洋風建築が残されているのは全国的にも貴重な例です。１階部分は和風建築

で、２階部分が海鼠壁に縦長の窓が開けられた洋風建築です。しかも建築当初は3階
建てでした。鎌倉の大工の棟梁石井甚五郎が10年の歳月をかけて建てたと言われ、
板に描いた設計図も残されています。月〜水休館（祝日は開館）、年末年始休館。

旧中村家住宅

玄 関ポーチや濃い色で縁どった縦長窓などがハイカラな印象を与えます。明治か
ら大正時代の地方庁舎によく見られる左右対称の木造下見板張りの建築で、

関東大震災でも倒壊せず、現存する県内最古の役所建築として当時の姿を伝えていま
す。2011（平成23）年に当地に移築されました。年末年始休館、ほか臨時休館あり。

海老名市温故館 （旧海老名村役場庁舎）

ゆ るやかな曲線を描く角面が印象的な銀行建築の典型のような建物です。外
側に並ぶ付柱や縦長の窓など古典建築風でありながら、装飾が少なくモダンさ

を感じます。これは昭和建築の特徴で、明治建築の豊かな装飾に代わってシンプルな
明快さが表現されているのです。

中央労働金庫小田原支店 （旧明和銀行本店）

ＪＲ大磯駅前に建つ瀟洒な洋館が大磯迎賓館です。日本での住宅建築では最
初期と思われるツーバイフォー工法を採用し、関東大震災でも倒壊しなかった

希少な木造レトロ建築物です。切妻造スレートぶきの屋根や各部屋の出窓、玄関
ポーチ上部のバルコニーなど、大正モダンを感じさせる別荘建築です。水曜定休。

レストラン大磯迎賓館 （旧木下家別邸）

秦 野は江戸時代から葉タバコの栽培が盛んで、明治39年に秦野・二宮間の湘
南軽便鉄道が開通したことで、葉タバコの集積地として繁栄しました。秦野

の商業地四ツ角周辺では、西洋古典様式やアールデコ様式などの影響を受けた建
物が多く残され、旧五十嵐商店はその代表的な建築のひとつです。日曜定休。

カフェいがらし（旧五十嵐商店）

日 本火薬製造の支配人執務室として明治時代に建設され、大正期に日本海
軍の施設などを経て、戦後横浜ゴムが取得した後、平塚市に無償贈与された

ものです。現在は歴史的建造物として見学が可能で、会議室などを予約利用もでき
ます（登録制）。月曜休館（休日の場合直近の翌平日が休館日）、年末年始休館。

八幡山の洋館（旧横浜ゴム平塚製造所記念館）58

69

710

平塚市浅間町１-１（八幡山公園内）、1905（明治38）年竣工、国登録有形文化財。秦野市本町２-４-９、1925（大正14）年竣工、国登録有形文化財。

海老名市国分南1-6-36、1918（大正７）年竣工、国登録有形文化財。

相模原市南区磯部1734、幕末ごろの竣工、国登録有形文化財。

大磯町大磯1007、1912（大正元）年竣工、国登録有形文化財、景観重要建造物。

小田原市本町2-1-23、1928（昭和3）年竣工。

3階建て当時の写真。現地の
案内板より転載。 1617



財団からのお知らせ

1819

近藤繁宇（こんどう・しげたか）
1987年生まれ。愛川町在住。「今回の
視察で得たアイデアやヒントを業
務に生かして、工程に無駄がなく、
生産性が高いと皆に言われるよう
な生産ラインをつくりたいです」

海
外
派
遣
団
員
が
語
る
92

欧
州
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
視
察
。

「
日
本
も
引
け
を
取
ら
な
い
。

自
信
を
持
っ
て
自
社
を
語
ろ
う
。」

厚
木
市　

堀
硝
子（
株
）　

近
藤
繁
宇
さ
ん

 

第
51
回
神
奈
川
県
中
小
企
業
技
術
者
等
海
外
派
遣
団
参
加

全
国
の
事
業
所
へ
出
張
の
連
続

弊
社
堀
硝
子
は
、
厚
木
市
の
大
規
模
開

発
地
区
「
森
の
里
東
地
区
」
に
本
社
を
置

く
自
動
車
部
品
等
製
造
会
社
で
、
ガ
ラ
ス

を
自
動
車
に
取
り
付
け
る
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
組
み
付
け

し
づ
ら
い
ガ
ラ
ス
を
独
自
の
接
着
剤
を
使

っ
た
技
術
で
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
工
程

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
「
ガ
ラ
ス

を
作
ら
な
い
ガ
ラ
ス
の
専
門
家
」
で
す
。

私
は
入
社
し
て
12
年
。
現
在
は
、
工
務

部
生
産
技
術
課
の
係
長
と
し
て
後
進
を
育

成
し
つ
つ
、
取
引
先
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

海外派遣事業のご紹介
国際的視野の広い中小企業青年従業
者の育成を目的として、神奈川県との
共催により昭和45年に「神奈川県中小
企業技術者等海外派遣事業」を、また
平成元年に「神奈川県商業従業者海外
派遣事業」を開始し、継続実施しており
ます。現在まで、中小企業技術者等派遣
事業に969名、商業従業者派遣事業に
254名の方々が派遣団員として参加さ
れ、欧州の先進国で貴重な視察研修を
体験されています。応募要領等詳しく
は、ホームページをご覧ください。

が
新
車
生
産
を
立
ち
上
げ
る
際
に
新
し
い

生
産
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
本
社
以
外
に
全
国
に
10
カ
所
あ
る
事

業
所
を
回
っ
て
お
り
、
出
張
の
連
続
で
す
。

派
遣
団
参
加
は
職
場
の
先
輩
に
続
い
て
弊

社
で
は
２
年
連
続
で
す
が
、
S
D
G
s（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
な
ど
圧
倒
的
に
進

ん
で
い
る
欧
州
に
学
び
た
い
と
社
内
募
集

に
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

I
o
T
な
ど
先
駆
事
例
を
目
の
あ
た
り
に

ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
企
業
７
社
を
視

察
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
Ｉ
o
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
４
・
０
（
Ｉ
Ｔ
技
術
を
取
り
入
れ
た

第
４
次
産
業
革
命
）、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

技
術
活
用
に
よ
る
変
容
）
へ
先
駆
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
企
業
で
す
。

ド
イ
ツ
の
ソ
ミ
ッ
ク
社
（
梱
包
装
置
製

造
）
で
は
、
倉
庫
に
何
列
に
も
配
置
さ
れ

た
部
品
棚
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
コ
ン
テ
ナ

を
検
出
し
て
的
確
に
搬
出
す
る
シ
ス
テ
ム

を
視
察
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
、
無

数
の
ト
レ
ー
が
縦
横
無
尽
に
、
か
つ
効
率

的
に
動
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。
自
席
の
モ

ニ
タ
ー
で
図
面
と
組
み
立
て
手
順
が
見
ら

れ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
進
ん
で
い
ま
し

た
。
人
手
不
足
は
日
本
と
も
共
通
す
る
悩

み
で
す
が
、
業
務
の
自
動
化
・
効
率
化
で

解
決
し
た
好
例
で
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

自動車のフロントガラスへの接着技術を説明
する近藤さん。本社ショールームにて。

「ものづくりの〝当たり前〟を改革する」堀硝
子本社スタッフの皆さん。

生産ライン設計の参考に、本社のベテラン
オペレーターにも意見を聞きます。
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４
・
０
を
推
進
す
る
企
業
に
対
し
て
、
ド

イ
ツ
政
府
が
法
人
税
を
軽
減
す
る
こ
と
に

も
驚
き
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
Ｓ
Ｐ
Ｔ
社
（
自
動
車
部
品

製
造
）
で
は
、
部
品
加
工
ラ
イ
ン
に
ロ
ボ

ッ
ト
に
よ
る
自
動
運
転
を
導
入
し
、
Ａ
Ｇ

Ｖ
（
無
人
搬
送
車
）
も
25
年
も
前
か
ら
稼

働
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
新
入
社
員

に
は
16
時
間
の
安
全
教
育
を
受
け
さ
せ
る

そ
う
で
、
安
全
意
識
に
対
す
る
強
い
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
ホ
フ
マ
ン
社
（
切
削
工
具
製

造
）
で
は
、
設
備
投
資
を
惜
し
ま
ず
毎
年

の
よ
う
に
最
新
の
機
械
を
導
入
し
て
お

り
、
一
度
買
っ
た
機
械
の
改
造
を
重
ね
る

こ
と
に
慣
れ
て
い
る
私
の
目
に
は
新
鮮
に

映
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
で
は
、
ど
の
企
業
も

近
場
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
部
品
調
達
を
し
、

輸
送
に
伴
う
Ｃ
О
²
削
減
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。
製
品
加
工
の
工
程
で
発
生
す
る
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
工
場
の
暖
房
に
充
て
る
会

社
も
あ
り
、
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た

め
に
大
い
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

自
社
製
品
へ
の
誇
り

ド
イ
ツ
も
イ
タ
リ
ア
も
、
社
員
を
資
源

と
し
て
大
切
に
し
、
そ
れ
が
離
職
率
の
低

さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
案
内
し
て
く
れ
た
方
々
が
皆
、
自

社
製
品
に
強
い
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

堂
々
と
語
る
姿
で
す
。
正
直
に
言
っ
て
、

今
回
見
た
も
の
の
な
か
に
は
日
本
も
引
け

を
と
ら
な
い
技
術
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

「
自
信
を
持
っ
て
語
る
」
と
い
う
点
は
学
ば

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

〔会社情報〕
堀硝子株式会社
代表取締役社長　高本勝己
本社：厚木市森の里紅葉台3-1
https://www.horiglass.co.jp/

日本からの土産を広げる
視察先の社長。イタリア
のストンピー社にて。

視察中は、ガイドの通訳とともに、各分野
の専門知識を持つ団員が、日本との比較
例などを解説してくれます。

視察先の社長と記念写真。ドイツ
のホフマン社にて。

夕食後、ミュンヘンのビアガーデン
に繰り出した一行。

男性技術者ばかりの団員だけに、モデナのフェ
ラーリ博物館に大興奮。

第51回神奈川県中小企業技術者等
海外派遣団　視察先

ミュンヘン（ドイツ）

❶ ホフマン＆ヴラトニー社（切削工具メーカー）

❷ ソミック社（自動包装機器システムメーカー）

❸ グロブヴェルク社（工作機械メーカー）

モデナ（イタリア）

❹ ストンピー社（防御装置メーカー）

❺ SPT社（自動車部品製造）

❻ インダコプロジェクト社（ソフトウェア開発）

❼ パガーニ・アウトモビリ社（完成自動車製造）




